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自己紹介 戦略的な教育改革の実践

さいたま市教育
のPRポイント

「さいたま市改革メソッド」
さいたま市教育長時代は「３つのGで（Grit, Growth, Global）で
日本一の教育都市へ」を掲げ、戦略的に様々な教育改革に邁進

埼玉県立高等学校英語教諭、埼玉県並びにさいたま市教育委員会事務局勤務
さいたま市立大宮北高等学校校長を経、2017年より2023年まで２期６年間
さいたま市教育委員会教育長を務める。



うらわ美術館館長
兵庫教育大学客員教授
東京大学公共政策大学院非常勤講師
文部科学省学校DX戦略アドバイザー
さいたま市教育政策アドバイザー
一般社団法人LEAP理事
自治体の教育政策アドバイザーや様々なスタートアップ
の支援等
須崎市教育政策プロデューサー

自己紹介 今、私がチャレンジしていること

さいたま市の教育長を担っていた時
0歳から14歳までの転入超過 ９年連続日本一
→さいたま市教育を選んでくださる子育て世帯の増加が

とても嬉しかった

でも、本当にこれでいいんだろうか??



さいたま市での教育改革の実際！
〜人口135万人超の政令指定都市をどう動かしてきたか〜

➢ 大きな自治体だからこそ、現場主義に徹した
➢ 徹底的に対話して、6300人の教師をどう動かすか

仕組みを議論し続けた
➢ 教育委員会の「当たり前」をやめた。
➢ 目の前の子どもたちは未来を生きる人々だから、

教育は最も未来志向でなければならない



「さいたま市立高等学校特色ある学校づくり計画」策定
県立でもない私立でもない 市立高校の魅力
「さいたま市立高等学校特色ある学校づくり計画」を策定し実施
VUCAの時代をたくましく生き抜く、グローバルリーダーの育成

市立浦和高等学校 市立浦和南高等学校 市立大宮北高等学校 市立大宮国際中等教育学校

教育委員会事務局職員として、市立高校の魅力化の青写真を描き、校長として魂を
入れ、教育長として徹底的に学校を支援した最高の経験をさせていただいた！

さいたま市初の
中高一貫校であり
スーパー進学校

スポーツを軸にし
た地域連携型高校
であり進学重視型

単位制高校

理数科設置から
スーパーサイエン
スハイスクールへ

IBを教育哲学に据
えた中等教育学校



さいたま市の「英語教育実施状況
調査」の結果

2017（平成29）年度
さいたま市58.9％: 全国平均40.7％

政令指定都市第１位

2018（平成30）年度
さいたま市75.5％: 全国平均42.6％

都道府県・政令指定都市第１位

2019（令和元）年度
さいたま市77.0％:全国平均44.0％

都道府県・政令指定都市第１位

2020（令和２）年度 ※未実施

2021（令和３）年度  
さいたま市86.3 ％:全国平均 47.0％

都道府県・政令指定都市第１位

2022（令和４）年度
さいたま市86.6％:全国平均49.2％

都道府県・政令指定都市第１位

2023(令和5)年度さいたま市 88.4%
都道府県・政令指定都市 第１位

2023（令和５）年度  
さいたま市88.4％:全国平均 50.0％

都道府県・政令指定都市第１位





「GSを柱とした英語教育 さいたまメソッド」
自前主義をやめた先にある充実した指導体制

➢ 外部試験を活用してエビデンスとデータに基づいた指導
➢ ICT、AIの活用で効果的な指導
➢ 小学校教師にAll Englishのネイティブ研修実施



「GSを柱とした英語教育 さいたまメソッド」
属人化させないための指導体制の構築

➢ 小・中９年間を「4・3・2制」で捉えたカリキュラム
➢ オリジナル教材の開発



アウトプットの重要性を認識したさまざまな実践
インプット→アウトプット→もっとインプット
エコ循環がモチベーションを高める

小学校英語劇発表会 中学校
スピーチコンテスト
ディベート大会

イングリッシュ
キャンプ



さいたま市模擬国連大会開催

自分の行動で国や社会を変えられると思う
若者を育てたい

”How to feed the Earth in 2050”



海外フィールドワークでアントレプレナーシップ教育を
イノベーションプログラム @シリコンバレー

スタンフォード大学：特別講義受講/ Stripe：デザインシンキングのワークショップ

PLAG&PLAY：世界のピッチコンテスト体験/投資家にイノベーション企画プレゼン

いろいろな英語が飛び交っていることに気づいた高校生たち

English から World Englishesへ



地域探求プロジェクト「さいたまエンジン」 
中高生がさいたま市の魅力を全国に発信！

「さいたまエンジン」の集大成「さいたまカップ」



すべての子どもたちを学びに繋げたい
不登校等児童生徒支援センター（Growth）の誕生

メタバースを活用した学びの場

Growth



須崎市との出会い 楠瀬市長のリーダーシップ

人口2万人を切る小さな自治体なのに、
なぜか強いエネルギーを感じた！



都会じゃないとできないことは、なくなりました！

須崎市の特徴 強みと弱みが表裏一体

さいたま市だか
らできるんです
よね・・・。

いいえ。
さいたま市ででき
たことは他の自治
体でもできます！

須崎市では、さ
いたま市ででき
なかったことも

できます。



須崎市教育変革ビジョン
Make “IT” Fun キミの「好き」を楽しもう

キーワードはFun＝楽しむ
楽しくなければ、学びじゃない
楽しくなければ、続かない
楽しくなければ、夢中になれない

では、”IT”って何？
“IT”=キミの「好きなこと」「夢中になれること」

「キミの中から湧き上がるなぜ？と思うこと」
「まだわからないけれどキミがなりたいもの」

そして、もう一つの意味は
ズバリ”IT”=Information Technology

キミを助けてくれる大切な道具



須崎市教育変革ビジョン
Make “IT” Fun キミの「好き」を楽しもう



小規模自治体で「学び」を丸ごと変える
教育改革のポイント



教育改革のポイント１ Make ”IT” Fun 推進プロジェクトチーム
マンパワー不足と多様性を補うために外部人材が力を発揮できる組織が必要

庁内PT
学校教育

PT
保育PT

・部会長
教育次長

・メンバー
学校教育課長
子ども・子育て支援課長
教育研究所長
指導主事
子ども・子育て支援課長補佐
子ども・子育て支援課係長
学校教育課主幹

統括者

市長

専門
PT

全体PT

代表者会

校長会

園長会

参画

参画 参画 参画

参画

（代表者会）
・教育長
・総括者
・各専門PT部会長
・学校教育課長
・子ども・子育て支援課長

教育政策プロデューサー

・部会長
朝ヶ丘中学校長

・メンバー
小・中学校教職員
教育研究所研究教諭

・部会長

・メンバー
保育園職員

保育協会

MIF推進
コーディネーター

参画

参画

教育長
コツその１

明確な組織編成

コツその2

優秀な翻訳者

コツその３

ダウンサイジン
グだけではだめ
組織が有機的に
働く必要あり



教育改革のポイント２ Make ”IT” Fun に魂を入れるために

「具体と抽象の往還」を大切にする

人口2万人を切るの須崎市の抱えている教育課題は、日本の近未来の教
育課題だから、この自治体での実践を日本の教育課題解決への一助にし
たい

須崎の「学び」を丸ごと変えるために必要な「具体と抽象の往還力」

主体的な学習者を育む →「教えるから自ら学ぶへ」

「複線型授業」「自由進度学習」「協働的な学び」

「複式学級における学習リーダーの育成」

「小規模校における学び合いのための遠隔授業の実施」

2025.8.25「すさき Education Day」開催



教育改革のポイント３ Make ”IT” Fun に魂を入れるために

自治体全体を巻き込む

須崎の大人たち全員で、子どもたちに素敵な体験をたくさん用意したい！

「すさきデザイン」へのチャレンジ



教育改革のポイント４ Make ”IT” Fun に魂を入れるために

教育改革を楽しむ！

みんなで“ほげる”！

子どもの学びと大人
の学びは相似形！

私たち自身が
Make ”IT” Fun

しなくっちゃ教育改
革はできない！
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